
2025 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりがな とくていひえいりかつどうほうじん おかやましてをつなぐいくせいかい 

団体名 特定非営利活動法人 岡山市手をつなぐ育成会 

代表者名 山内 寿子 

連絡先 

住所 岡山市東区西大寺中２－１６－３３ 西大寺ふれあいセンター内 

TEL 090-5325-2090 

E-mail shi.ikuseikai@gmail.com 

URL https://sites.google.com/view/shi-ikuseikai 

設立年（西暦） 1955 年 （特定非営利活動法人となったのは 2024 年 12 月） 

助成活動名 知的障がい者とその家族の権利擁護、社会参加を促進するための研修会と基盤整備 

助成額 400,000 円 

活動内容 

目的 

①知的障害のある人と家族の権利擁護・社会参加促進につながる研修会の充実
（国立療養所長島愛生園見学および「親なきあと」をテーマとする講演会の実
施） 

 
②団体事務局の情報発信・会計処理等の基盤整備（ノートパソコン・プリンター
等の整備）を図ること 

内容 

〇知的障害者とその家族の権利擁護、社会参加を促進するための研修会 
・国立療養所長島愛生園見学（2025 年７月 16 日 13 名） 

差別や偏見のない社会を目指すために、過去の人権侵害の歴史を学び、「命」
や「人権」について深く考える機会が必要と考え、当会発足 70 周年の節目に国
立療養所長島愛生園の見学を実施しました。 
当会は、かつて知的障害を隠さざるを得なかった社会状況の中で、「障害のあ

る子どもにも学びの機会を」と願った保護者たちにより結成された歴史を持っ
ています。 
見学当日は、ハンセン病患者が受けてきた隔離政策や差別の歴史、その中で

工夫し協力して生き抜いてきた入所者の歩みについて、展示および学芸員によ
る解説を通して学びました。 

・講演会（2025 年 5 月 27 日 83 名） 
演題：障害のある子の「親なきあと」～「親あるあいだ」の準備 ～ 

  講師：渡部 伸 氏 「親なきあと」相談室主宰／行政書士・社会保険労務士 
           世田谷区手をつなぐ親の会 会長 

講演会では、「親なきあと」をテーマに、将来の生活設計や制度の活用方法に
ついて学びました。 

 
〇基盤整備費 
・ノートパソコン１台、プリンター１台、インクを購入しました。 

 



 成果 

〇知的障害者とその家族の権利擁護、社会参加を促進するための研修会 
・国立療養所長島愛生園見学を通して、参加者がハンセン病隔離政策と差別の歴
史を自分ごととして捉え直し、「知的障害のある人の人権を守る」という当会の
原点を再確認する機会となりました。 

・講演会では、「親なきあと」を見据えた財産管理や制度利用の具体的な方法を学
び、参加した保護者からは「今から準備すべきことが明確になった」「不安ばか
りだったが、少し安心した」「いろいろな制度があることが分かり、勉強になっ
た」「講演会に来てよかった」といった声が寄せられました。 

 
〇基盤整備費 
・ノートパソコンとプリンターの整備により、会計処理や研修会資料作成等の事
務作業が大幅に効率化され、限られた人員でも継続的に事業を運営できる基盤
が強化されました。 

・外部会場でもその場で資料を修正・印刷できるようになり、参加者のニーズに
応じた情報提供がしやすくなりました。 

今後の課題と対
応策 

◎国立療養所長島愛生園見学や講演会で得た学びを一過性に終わらせず、今後の研修企画や
行政への要望書作成など、具体的な活動に反映していくことが課題です。 

＜対応策＞ 
アンケート結果や参加者の感想を整理し、次年度以降の研修テーマの検討材料とすると

ともに、会報やホームページ等で学びを共有していきます。 
 
◎「親なきあと」に関する情報は制度改正等により変化するため、継続的な情報収集と、必
要に応じたフォローアップ学習の機会づくりが求められます。 

＜対応策＞ 
今後も専門家や関係団体と連携し、会員が必要な相談については適切な外部の相談機関

や専門家へつなぐ支援を行うとともに、会員向けの勉強会や情報提供の機会を継続してい
きます。 

 



写真の提出 

 
〇国立療養所長島愛生園見学 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇講演会 

演題：障害のある子の「親なきあと」  
～「親あるあいだ」の準備 ～ 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
〇パソコン・プリンター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

収容所「回春寮」：患者は全員入所し、
クレゾールの風呂で消毒された。 

収容桟橋：上陸した患者が帰郷することは無かった。 

愛生歴史館 


